
令和６年６月２８日（金）
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・不登校の子供たちの支えに、部活動の顧問がなっていた

・ソフトテニスでは、経験のない学校の先生方もたくさん勉強してきた。
・少子化、子供は忙しい。教員も忙しい。→地域の力が必要である。
・大和中はアンケートを取った結果：
やりたい ２名 やってもよい １１名

      できたらやりたくない １１名 やりたくない２０名

部活動としての意義

現状／課題

2



スポーツ少年団は１８歳まで。サッカーに関しては、ライセンスを持った
指導者も多数いる。

ソフトテニス連盟に遊びに来ている子供たちもいる。ソフトテニスにも指導者
としてのライセンスが必要ではないか。

顧問と外部指導者との意見が合わずにトラブルもあった→摩擦をどうする？

方向性について

・和光市としてどこまでやるのかがわからない。
・どのくらい進めていきたいか？そのスケール感は大事
→県等の動向を確認していく。

・市としての条件整備が必要である。（自治体の支援について）
→行政としてお金を取ってくることも必要であろう。
市の独自性をどう出していくのか。

・実際に動き出している企業の動きを確認する。
・少しずつやってみる→広げる、修正する。

各種目について

3



4



日本中学校体育連盟（日本中体連）は８日、全

国中学校体育大会（全中）の規模縮小のため、水
泳や体操などを２０２７年度から実施しないと発
表した。日本中体連の区分に沿えば実施１９競技
のうち９競技を取りやめる、抜本的な改革となる。
少子化への対応や教員の負担軽減の観点から、在
り方の見直しを進めていた。
継続する競技も３日間以内での開催を目標とし、

参加者数、開催経費とも現在から３０％減らすこ
とを目指す。

加盟校数に対して活動実態のある部の設置割合

を示す「部活動設置率」を競技ごとに調査。原則
として２０％未満の競技を除外対象とした。民間
クラブでの活動が多い水泳や体操は設置率が低
かった。駅伝を含む陸上、バスケットボール、
サッカー、軟式野球、バレーボール、ソフトテニ
ス、卓球、バドミントン、ソフトボール女子、柔
道、剣道は継続する。 5
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○白岡市（令和３年より開始）

○蕨市（近隣市、学校規模も近い市）

小７校、中３校
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（１）白岡市
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白岡市の令和３年度～令和５年度の変遷
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（２）蕨市
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先行から見えてきたもの

①専門的な指導を受けることができるなど、子どもにとっ
てのプラス面と、専門外の種目を指導する教師の負担を
減らす効果が期待できること

②運営団体を定める必要があること
→長期にわたってお願いできるところを探す必要がある

③活動を継続させるには、指導者の質と量、会場、参加費
等を検討していく必要がある。
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課題

① 目指すべき地域移行の形について、国から
明確に示されていない

② 国の補助金が継続する見通しがない

④ 地域クラブの参加費を無償にするには、現在ある
地域クラブ全ての参加費を無償にする必要があり、
現実的に難しい

③ 全ての部活動に対して指導者を配置し、実施
している先行事例ががない

（実証事業は１１月～１月の短期しか行っていない）

＜参考＞
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令和７年度までの目標

部活動の在り方や運営体制の検討、
指導者の確保、関係課･関係団体等と
の連携を行い、今後の和光市の地域
展開へとつなげる

最終目標

学校部活動から地域クラブ活動へ
の転換
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～令和６年 令和７年 令和８年 令和９年 令和１０年

国

県

和
光
市

改革推進期間

ガイド
ライン
改定

実証事業の実施・検証
休日について段階的な地域連
携・地域移行を進める

進捗状況の評価・分析
休日の地域移行について、地域の
実情等に応じて早期の実現を目指す

活動環境整備期間

休日のクラブ活動の実証事業、活動環境の整備

活動環境定着期間

休日のクラブ活動を段階的に拡大、定着

和光市部活動
地域移行検討委員会

年間２～３回程度実施。関係者で総合的な内容を熟議

部
活
動
を
可
能
な
限
り
地
域
へ
移
行
す
る

・
生
徒
は
希
望
す
る
活
動
を
選
択
で
き
る

・
希
望
す
る
教
員
は
兼
職･

兼
業
に
よ
る
指
導
を
行
う
こ
と
が

で
き
る

ガイドラインの見直し

部活動の適性化、運営方法の検討、指導者の確
保、関係課･関係団体等との連携

実証事業の実施・検証

基本方針の決定
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時 期 内 容

第１回検討委員会 令和６年３月２５日
・自己紹介
・国の動向，市の状況

第２回検討委員会 令和６年６月～７月
・国の動向、先行事例の紹介
・市としての課題、方向性

第３回検討委員会 令和６年１０月～１１月
・実証事業の実施方法や実施
種目についての検討

第４回検討委員会 令和７年１～２月
・実証事業の実施方法や実施
種目についての検討
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